
親子の学び応援講座実践報告書

名 称 桧沢小学校ＰＴＡ教育講演会

講座開催日 令和元年１２月１２日（木）

会 場 桧沢小学校木もれ日ホール

参 加 人 数 桧沢小児童４８名、桧沢小教職員１５名、保護者（幼・小・中）３４名、

地域の方（家庭教育支援関係、民生委員、地域一般）２７名、報道１名、

南会津教育事務所３名 計１２８名

実践活動テーマ 「発達障がい？いじめ？笑い？人間って、やっぱりすばらしい！」

テーマ設定の 障がいの有る無しにかかわらず、地域の子どもたちが共に学び

理由及び実践 共に生きるために、互いの違いを認め、支え、協力していくこと

活動のねらい の大切さについて、児童、教職員、保護者、地域の方で考える機
会とするため。

講座及び実践活動内容

◆講師 新潟お笑い集団ＮＡＭＡＲＡ 保育士お笑い芸人 金子ボボ氏

１．アイスブレイク

（１）名前小話 （２）影絵クイズ

（３）風船遊び （４）紙芝居

２．自閉症？だった自分の子ども時代

（１）友だちと遊べない。一人でミニカー並べ遊び。

（２）相手の目を見て話せない。 児童と風船くぐり競争

（３）話を聞いただけでは理解できない。

（４）文章を書くとき、「、」「。」が打てない。

（５）計算ができない。

３．助けられた両親の接し方・言葉

（１）「おもしろい！」と受け止めてくれた。

（２）「これをやってみたら」と世界を広げてくれた。

（３）「できない・助けて・手伝って」自分の取扱説

明書を示しなさい。 大爆笑の参加者

（４）人と比べるということは、「優劣ではなく違いを

知ること」。

４．まとめ

（１）すべてできる人はいない。

（２）すべてだめな人はいない。

（３）似ている人はいても、全部同じ人はいない。

（４）人は何か一つ自分にしかできないことがある。

まとめ「大切に生きるために」

※参考資料 別紙１ 桧沢小学校ＰＴＡ教育講演会のお知らせ（ちらし）

別紙２ 教育講演会の記録


